
学校評価(保護者アンケートや自己評価の結果）特集号
福寿草や梅の花が見られるようになり、少しずつ春の息吹を感じられる季節になってきました。保護者の

皆様におきましては、日頃より本校の教育活動にご支援ご協力いただきまして改めて御礼を申し上げます。
さて、皆様にご協力いただきました「学校評価」保護者アンケートの平成２７年度の結果とその分析等が

まとまりましたのでお知らせいたします。なお、今年度の達成度（Ｈ２７）を「Ａそう思う」と「Ｂおおむ
ねそう思う」を合計したパーセントとして示しました。（Ｈ２６は昨年度の達成度です。）さらに教職員と児
童の自己評価の主な結果と分析も掲載しました。併せてご覧ください。
１ 保護者アンケートの結果と分析（※評価項目のうち、昨年度と一部文言を変更したのがあります。ご了承ください。）

評 価 項 目 Ｈ２７ Ｈ２６

１ お子さんは、楽しく学校生活を送っている。 ９６％ ９９％

２ お子さんは、あいさつがよくできている。 ８３ ８２
教
育 ３ お子さんは、授業がよくわかり意欲をもって学習している。 ８３ ７８
活
動 ４ お子さんは、思いやりがあり他の人のことを考えた行動がとれている。 ８９ ８８
に
つ ５ お子さんは、進んで読書をしている。 ５０ ５５
い
て ６ お子さんは、自分なりの目標をもち真剣に取り組んでいる。 ６８ ７４

７ 学校は、子供に対し、いつも温かく声をかけたり、励ましたりしてる。 ８８ ８９

８ 学校は学校生活を豊かにする行事や活動をしている。 ９７ ９４

９ 学校は安全指導を適切に行い、子どもの安全確保や事故防止に努めている。 ９６ ９５

全体的におおむね良好な結果でした。３の分かる授業については、毎日の授業に児童も実によく集中して取り組
み、予定した学習を順調に進めることができましたが、教師の指導力について更に改善を図る必要性を感じています。

教員の授業研究や研修を充実させながら、今後とも基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれらを活用した思考力・
判断力・表現力等の学力をさらに向上させていきます。また、文部科学省「全国学力・学習状況調査（６年生）」や
栃木県教育委員会「とちぎっ子学習状況調査（４・５年生）」「新体力テスト」等についても好成績が収められるよう、
努力していきたいと考えています。５の読書活動については朝の読書や図書室の活用の充実を図り、年間２５冊の本

を読むことの実現を家庭との連携を深めながら推進していきます。７については、学校では教育相談週間を設けたり、
学級の満足度に関するＱＵの調査等を実施したりしています。今後とも調査の分析をするとともに日常の学校生活の
中で、悩み等の早期発見に心がけ、悩みをもつ児童に対しては、学級担任だけでなく複数の関係職員で組織的に対応
ができるよう努力していきます。また市教委のサポートセンターなどの関係機関とさらに連携していきます。

１０ 学校の教育目標や学校経営の方針、学校行事などを学校ホームページや様々な
家 便りなどによって、保護者に分かりやすく伝えている。 ９６％ ９２％
庭
と １１ 学校は、地域や保護者の協力・参加を得て、よりよい教育活動を行っている。 ９７ ９４
の
連 １２ 学校は、家庭への連絡をきめ細かく行い、子どもの様子などを分かりやすく伝えている。 ８２ ８３
携
１３ 学校と家庭とが連携して、適切な家庭学習ができるようにしている。 ８０ ８０

１４ 学校は、保護者からの連絡や相談に誠実に対応している。 ９５ ９３

全体的におおむね良好な結果でした。１０については、授業参観や各種の「たより」、校長室通信「葦の子」の配

布での広報、新聞への掲載等の情報提供に心がけました。また学校ホームページの充実を図り、各種の行事や学習風
景など学校生活の児童の様子をスピード感をもって更新し、写真やコメント等で情報提供を行いました。たくさんの
アクセスをいただきありがとうございます。今後とも、学校ホームページや一斉メール・マスコミなど様々な手段を
活用した情報発信に努めていきます。１２については学校の対応に課題もあると考えていますので、まずは学級担任

による連絡帳の記述や電話等での連絡を更にきめ細やかに実践し、保護者の皆様に信頼感と安心感のある学校づくり
に努めていきます。１３については、古山小学校オリジナルの「家庭学習の手引き」の改訂や家庭への周知を通して
家庭と連携を深めるとともに適切な宿題の在り方を検討していきたいと考えています。１４については、引き続き保
護者からの連絡・相談には真摯に誠実に対応していきます。また何事にも組織でチームで対応していきます。

葦 の 子葦 の 子
下野市立古山小学校

校長室通信
平成２７年度 Ｎ０．10
平成2８年 ２月１９日
発行責任者 阿嶋 敬一

校長室インフォメーション「あしのこ」



１５ お子さんは、朝一人でおきる。 ５１％ ５１％
子
ど １６ お子さんは、朝食を毎日食べている。 ９７ ９６
も
の １７ お子さんは、忘れ物をしないように持ち物を確かめている。 ７８ ７５
家
庭 １８ お子さんは、家庭学習の習慣が身についている。 ７７ ７０
生
活 １９ お子さんは、家族とよく話をしている。 ９６ ９６

２０ お子さんは、家事の分担をきちんと果たしている。 ６６ ７１

１６の朝食の摂食率や１９の家族との会話については素晴らしい結果だと思っています。今後は健康教育推進の取
組として日々の保健指導や体力づくり・バランスのよい食事などの食に関する指導を充実させることで、できること
を増やし自信をさらに高める指導をしていきます。ご家庭でもご協力をよろしくお願いいたします。

そ ２１ 保護者の皆様は、学校ホームページや学校からの便り（校長室通信、学年だよ
の り、保健だより、給食だより、図書館だより、連絡帳等）に目を通している。 ９８％ ９５％
他
２２ 保護者の皆様は、子どもの話をよく聞いている。 ９７ ９４

良好な結果でした。２１につきましては、更に充実させて保護者の皆様が読みたくなるような内容に改善を図
っていきます。２２についても素晴らしい結果でした。家庭での高い教育力に感謝いたします。
今回のアンケートでは、自由記述による意見もいくつかいただいております。それぞれの意見については真摯に受

け止めて、反省すべきところは反省し、教職員で課題の共有化を図り、更によりよく改善をしていきます。
今回だけでなく、何か気になるところや疑問がありましたらいつでもお気軽にご意見等をお寄せいただきますよう

よろしくお願いいたします。

２、学校評価（教職員による自己評価）の主な結果と分析について
○教職員による自己評価において、やや低い評価であり、今後の課題と考えられる項目は以下の通りです。
△学力向上プランの推進に関する「個に応じた指導の工夫」（基礎的・基本的な知識・技能の習得における個別の
対応が更に必要と考えています。）
△道徳教育の充実に関する「ねらいに迫る道徳の授業の実践」と「計画的な授業の実践」（道徳の時間の授業研究
会の実践を次年度は増やし、教職員の道徳の授業力の向上を図っていきます。）

△児童指導に関する「自己指導能力の育成」「基本的生活習慣の育成」（粘り強い繰り返しの児童指導と心を育てる
指導に努めます。）

△安全な生活の確保に関する「危機回避能力の育成」「家庭・関係機関との連携」（登下校の交通安全の指導や避難
訓練の内容を前年踏襲ではなくよりよく改善していきます。そして自分の命を自分で守ることのできる児童を育
てます。家庭や関係機関とは、開かれた学校の観点から積極的に情報を発信し、問題点を共有していきます。）

○高評価だった項目
◎体験活動充実に関する「校外活動、宿泊活動の充実」（引き続きみんなでアイディアを出して充実させます。）
◎体力向上と健康保持増進に関する「活力のある体育の授業」（古山オリンピックの継続を図ります。）
◎人権意識・規範意識の高揚に関する「人権教育の研修」「教育公務員としての自覚」
これらの良さを本校の特色としてさらに定着するよう今後も継続して重点的に取り組んでいきます。

３、学校評価（児童による自己評価）の主な結果と分析について
全体的にはほぼ昨年度と同様な傾向です。「よい」「おおむねよい」の児童が多い。学校生活では、１年生は満足度

が高い。３～５年生でやや低い。読書については課題がある。給食については５～６年生に課題がみられる。食育の

面からも改善したい。教育相談では先生方が忙しいことやゆっくり相談できる部屋がないことが課題であり評価はあ
まり高くない。あいさつは昨年度よりは少しよくなっている。さらに大きな声で挨拶できるよう指導していきたい。
家庭学習も少しずつ評価が高くなってきている。学力の定着を図る上からも家庭と連携して取り組んでいきたい。

４、学校評議員からの学校評価の結果や教育活動全般に関する主なご意見とご感想
○「保護者アンケート」の結果について
・１０や２１について、ホームページ閲覧数が増えた。すばらしい。ホームページを見ることにより、保護者は学校
へ来たように思える。（校長：更に充実を図っていきたい。）

・２２について、古山小の先生に感謝している。担任以外の先生も声掛けしてくれる。（校長：問題行動や学力向上
に対してはチームで対応するように話している。何事にも古山小の職員みんなで相談し、解決策や改善策を話し合
っている。先生方が学年の壁を越えて児童を指導している。）

・本日、早めにきた。ちょうど休み時間で、元気に縄跳びをしている児童が多くいた。挨拶が元気に良くできていて

気持ちがよかった。（校長：明るいあいさつができる児童が多く素晴らしいと思っている。更に伸ばしてきたい。）
・先日の吹奏楽の定期演奏会の発表もすばらしかった。音楽に取り組むことは技術向上以上にいいところがたくさん
ある。中学校でも、合唱コンクール等で荒れていた学校が立ち直った例がある。音楽の力はすばらしい。
（校長：今年初めて体育館での発表となった。まだまだ伸びる力をもっている。音楽は、古山小の特色のひとつで
もあるので、様々なコンクールなどにもチャレンジさせたりして今後とも質の向上に力を入れていきたい。）

※今後とも更に充実した古山小になるよう改善を図りますので、地域や保護者の皆様のご支援をよろしくお願いいたします。




